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露店などで火気器具を使用する際は
消火器の設置と消防署への届出が必要です！

　祭礼，縁日，花火大会，展示会など多数の人が集まる催
しで，ガスコンロ，フライヤー，ホットプレート，炭火焼
き鳥器，石油ストーブ，電気ストーブ，可搬式発電機など
の火気器具を使用するときは，福山地区消防組合火災予防
条例により，消火器の設置が義務付けられています。
　準備する消火器は，ABC粉末消火器（注）を推奨します。
住宅用（スプレー式）の消火器については，消火器の準備

　火気器具を使用する露店などを開設するときは，３日前までに，
所轄の消防署長へ届出が必要です。
　届出様式については，福山地区消防組合のホームページでダウ
ンロードできます。

　祭礼，縁日，花火大会など多数の人が集まる屋外での催しのうち，露店などの出店数が
100店舗を超えるもので，周囲において火災が発生した場合に，人命または財産に特に重
大な被害を与えるおそれがあると認めるものについては，「指定催し」として指定されます。
　指定催しに指定された催しの主催者は，防火担当者を定めて，当該防火担当者に火災予
防上必要な業務に関する計画を作成させ，消防長へ提出しなければなりません。
　なお，当該計画を提出しなかった場合は，福山地区消防組合火災予防条例により，罰せ
られることがあります。

お問い合わせ先　福山地区消防組合消防局予防課　☎084-928-1192

露店などの開設届出書

普通火災

油火災

電気火災

としては認められません。（注）ABC粉末消火器…普通火災，油火災，電気火災の全てに適応

８月１日から，原則として，全国一斉に表示マークの掲出が開始されました。
福山地区消防組合管内においても，８月１日から建物への掲出が始まりました。
対象となる施設は，福山地区消防組合管内では，次のとおりです。

ホテル・旅館で
防火管理者の選任義務があり，建物の地階を除く階数が３以上の建物
この制度は，ホテル・旅館の関係者からの申請に基づき，消防機関が審査を

表示マークの掲出が始まりました

した結果，建築構造などを含めた防火・防災上の基準を満たした施設について，消防機関が表示
マークを交付するものです。また，表示マークが掲出されることで，利用者に安全情報として提
供されることとなり，利用者の選択を通じて防火安全体制の確立を促すことを目的としています。
施設を利用する際の参考としてください。
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地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

協 地

動 し

そ
の
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隊 お

よ

力 域

だ

活 こ

り

自
然
と
共
存
す
る
こ
と

京
都
市
か
ら
家
族
で
移
住
し
た
三
枝（
さ
え
ぐ
さ
）

で
す
。
神
石
高
原
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
９
カ
月

目
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
、
神
石
高
原
町
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
私
達
家

族
が
、
知
り
合
い
も
い
な
い
新
し
い
土
地
で
新
し
い

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
が
、
こ
の
町
の
素
敵
な
人
た
ち
に

助
け
ら
れ
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。「
子
ど
も
が
元
気
な
町
は
大
人
も
元
気
！
」と
よ

く
聞
き
ま
す
。
私
に
は
子
ど
も
が
２
人
い
る
の
で
、

「
心
の
豊
か
さ
」を
育
て
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
部
生
活
と
違
い
、
日
々
、
自
然
と
の
共
存
に

感
動
し
て
い
ま
す
。
今
が
旬
！
の
野
菜
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
畑
や
田
ん
ぼ
・
山
・
川
が
身
近
に
あ

る
暮
ら
し
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
そ
の
反
面
、
鳥
獣
被
害
に
悩
む
方
々
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
知
り
ま
し
た
。
私
が
担
当
し
て

い
る
東
油
木
自
治
振
興
会
で
も
鳥
獣
被
害
が
多
く
、

「
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
、
有
害
鳥
獣
対

策
の
基
本
は
、ま
ず
近
所
の
人
た
ち
と
団
結
し
て「
み

ん
な
で
勉
強
」を
す
る
事
と
学
び
ま
し
た
。「
食
べ
た

ら
人
が
怒
る
餌
」「
食
べ
て
も
人
が
怒
ら
な
い
餌
」

ど
ち
ら
も
餌
は
餌
。
食
べ
る
も
の
が
な
い
と
、
子
を

産
む
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
個
体
数
が
減
り
、
罠
に

も
か
か
り
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。
今
年
、
私
も
狩

猟
免
許（
わ
な
）を
取
得
し
た
の
で
捕
獲
班
に
加
入

し
、
今
後
も
し
っ
か
り
皆
さ
ん
と
勉
強
し
て
鳥
獣
被

害
対
策
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
駆
除
動
物
の
有
効
活
用
の
可
能
性
を
探

り
、
猪
皮
製
品
や
骨
の
加
工
、
猪
肉
の
お
い
し
い
食

べ
方
の
工
夫
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
蓋
つ
き

の
グ
リ
ル
で
串
焼
き
は
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す

し
、桜
の
枝
で
燻
製
に
し
た
も
の
は
大
好
評
で
し
た
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う
ば
か
り

で
は
な
く
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々

勉
強
で
す
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
三
枝　
幸
樹

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
は
…

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
、
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
と
い
う
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
て
、
都
市
部

の
人
材
を
、
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受

け
入
れ
、
地
域
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る
総
務
省
の

制
度
で
、
全
国
的
に
平
成
21
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
取
り
組
み
で
す
。
隊
員
の
給
料
や
活
動
に
要
す
る

経
費
、
定
住
・
起
業
・
就
農
な
ど
の
支
援
に
要
す
る

経
費
は
、
国
か
ら
特
別
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。隊

員
は
他
の
市
町
村
か
ら
移
り
住
み
、
最
長
３
年

の
任
期
で
自
治
振
興
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支

援
や
、
地
域
資
源
の
発
掘
や
活
用
な
ど
と
い
っ
た
地

域
お
こ
し
や
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
中
で
、
最
終
的

に
は
神
石
高
原
町
へ
の
定
住・定
着
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

都
市
の
方
の
視
点
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
、
都
市
部
と
の
交
流
や
移
住
促
進
な
ど
、
地
域
特

性
を
活
か
し
た
新
た
な
地
域
振
興
策
の
推
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

現
在
、
神
石
高
原
町
で
は
平
成
25
年
度
に
採
用
さ

れ
た
、
徳
田
好
朗
さ
ん（
東
京
都
出
身
）、
小
埜
洋

平
さ
ん（
横
浜
市
出
身
）、

荒
木
尚
美
さ
ん（
岡
山
市
出

身
）、
三
枝
幸
樹
さ
ん（
京

都
市
出
身
）が
活
動
中
で
、

平
成
23
年
度
に
採
用
さ
れ
た

２
名
の
隊
員
は
本
町
へ
定
住

し
、
一
町
民
と
し
て
も
地
域

に
溶
け
込
み
、
住
民
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
活
動
の

担
い
手
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
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65～74歳
24.5

75～84歳
43.4

85歳以上
31.0

無回答
1.1

認知症予防が必要な人

転倒リスクを保有している人

運動器の機能が低下している人

うつ病予防が必要な人

口腔ケアが必要な人

閉じこもり予防が必要な人

栄養改善が必要な人

虚弱な人

41.8

37.9

31.4

29.2

25.4

14.7

10.8

7.8

一人暮らし
24.2

高齢者のみ
23.7

家族などと同居
41.8

無回答
8.8

その他
（施設入居など）

1.5

介護認定を
受けていない
60.8

要支援1
11.9

要支援2
7.4

要介護1
6.9

要介護2
4.4

要介護3
2.8

要介護4,5
0.5 無回答

5.3

日常生活と保健福祉に関する
アンケート調査結果のお知らせ

平成26年１月に65歳以上の方1,748人を対象に実施した「日常生活と保健福祉に関
するアンケート調査」では，多大なご理解とご協力をいただき誠にありがとうござい
ました。おかげをもちまして，回答された方は1,259人で回収率は約71%とみなさん
が介護福祉行政に強い関心をもっておられることを改めて認識しました。
そこで，一部分ではありますがアンケート調査結果をお知らせします。
なお，すべての調査結果に関しては，町のホームページにも掲載したので併せてご

覧ください。
今後は，本調査結果をもとに，高齢者プラン（老人福祉計画および介護保険事業計画）

策定委員会において協議を行い，福祉および介護サービス量などを検討し，高齢者プ
ランを策定していきます。

「認知症予防が必要な人」「転倒リ
スクを保有している人」「運動器の機
能が低下している人」が多く，認知症
予防に向けての情報提供や相談指導，
身近な場所での運動の場の確保などの
必要があるといえます。

◎回答いただいた方の状況

◎日常生活の状況と今後の暮らし方

＜年齢＞

＜介護認定を受けていない人の日常生活の状況＞

＜家族構成＞ ＜要支援・要介護度＞

（％）

（％）

（％） （％）
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ある
68.7

ない
26.7

無回答
4.6

日記をつける

適度な運動

バランスのとれた食事

深酒をしない

禁煙

その他

何もしていない

無回答

42.3

5.2

20.5

9.8

9.7

10.5

24.9

40.9

41.8

趣味の会や老人クラブなどの
活動に参加

町内医療サービス

往診・訪問診療

タクシーチケットの配付

自宅近くまで移動販売車が来ること

見守り訪問や声かけ

移動や交通のサービス

配食サービス

介護予防事業

食料品や日用品の配達

認知症予防教室

健康づくり講演会

老人クラブ活動

ウォーキング・グラウンドゴルフなどの運動教室

地域ふれあいサロン

食生活の指導教室

シルバー人材センターの家事援助サービス

社会福祉協議会のさわやかさんのサービス

公民館活動・趣味の教室

その他

特にない

無回答

35.7

30.4

29.7

17.9

14.3

14.3

13.7

12.2

12.2

12.1

9.8

9.5

9.5

9.3

7.9

6.6

6.4

5.9

0.4

12.0

16.4

サービスを利用せずに，
自宅で家族に介護してほしい

家族の介護，
医療・介護サービスなどを
利用しながら
自宅で生活したい

30.7

6.2

一人でも，医療・介護サービスなどを
利用しながら自宅で生活したい

12.1

町内の介護サービス付の
施設に入所したい

16.8

子どものところで
介護を受けたい

子どもの家の
近くの介護サービス
付の施設に
入所したい

その他

わからない
9.1

無回答
17.6

0.8

6.4

0.4

介護が必要になった時，自宅での暮らしを望
む人が49％，施設入所を望む人が23％と約半
数の人が自宅で暮らし続けたいと回答されてい
ます。
そのためにも「町内の医療サービス」「往診・
訪問診療」「タクシーチケットの配付」などを
利用したいと回答された人が多くなっており，
医療サービスの充実と交通手段への支援が求め
られています。
さらに，地域での日常的な見守り，買い物支
援の強化も求められている結果となりました。

＜認知症になることへの不安の有無＞

＜自宅で暮らし続けるために利用したいサービス＞

＜認知症を予防するために気をつけていること＞

＜介護が必要になった時に希望する暮らし方＞

（％）

（％）

（％）

（％）

アンケートに関するお問い合わせは，保健課 介護保険係 ☎89-3535 へご連絡ください。
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の お 知 ら せ

町 立 病 院 か ら

「清掃ボランティア活動」
７月20日，「神石高原町立病院を守る会」の
方々によるボランティア活動で，町立病院周辺
の草刈や植木の剪定，プランターの手入れなど
をしていただきました。
梅雨明け直後となった当日は，早朝とはいえ

夏の強い日差しの中での作業となりましたが，
会員の方々は汗びっしょりになりながら環境美
化活動を行われました。
ありがとうございました。

神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食農教育部会

神石高原ランチ ごちそうさま!!

夏バテ予防にも正しい食生活

毎月19日は食育の日

学期に１度実施している神石高原ランチでは，毎回地元の旬の
食材をたくさん使い，子どもたちにも身近なところに美味しい食
材がたくさんあること，地域の方々がどんな風に食材にかかわっ
ているかなどを伝えています。
第１回目（6/19）の食材として使用した牛丼の神石高原町産広
島牛はやわらかく，和え物のアスパラガスは甘くてみずみずしく，
しそシロップを使ったゼリーはほんのりしその香りがし，あっと
いう間に完食した子が続出しました。
次回の神石高原ランチは，10月のひろしま食育ウィーク

（10/19ひろしま食育の日を含む週）で「ひろしま給食」とのコラ
ボレーションメニューを提供する予定です。

第 1回目ランチメニュー
●じんせき牛丼
●アスパラガスの梅おかか和え
●しそゼリー

夏バテ予防には，こまめな水分補給や体調管理だけでなく規則正しい生活リズムも必要です。そ
のためには，栄養バランスの良い食事を1日3回きちんと摂ることがとても大切です。
夏休みや厳しくなる暑さでリズムが崩れがちですが，旬の食材のパワーをもらって，元気に乗り
きりたいですね。

　基本的な料理教室を実施します。
対　　象 •町内の男性で料理初心者の方
 •原則毎回参加できる方
 ＊今までに参加された方は対象外です
内　　容 •調理実習　　
 •健康ひとくちアドバイス
日　　程（いずれも午前９時30分から午後１時まで）

平成26年度
男性料理教室の参加者を募集しています！

場　　所 保健福祉センター
持 参 物 エプロン，三角巾，米１/２合
募集人数 10名程度
スタッフ 管理栄養士，保健師

開催日 内容の予定
10月 16日（木） ごはんの炊き方・煮物
10月 30日（木） 野菜料理の基本
11月 17日（月） 魚料理の基本
11月 28日（金） 肉料理の基本
12月 9日（火） 洋食にチャレンジ

※ 10月１日（水）までに，保健課
健康係（89-3366）へお申し込
みください。
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平
和
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

町
内
の
宝
さ
が
し
「
ま
な
び
ネ
ッ
ト
Ｊ
‐
Ｏ
Ｘ
」

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

町
と
自
治
振
興
連
絡
協
議
会（
会
長
平
川
里
士
）が
主

催
す
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」が
、
７
月
23
日
、

三
和
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
再
生
の
成
功
例

町
内
の
宝
を
探
し
な

が
ら
、
文
化
、
自
然
、

歴
史
な
ど
を
学
ぶ
巡
回

講
座「
ま
な
び
ネ
ッ
ト

Ｊ
‐
Ｏ
Ｘ
」の
第
１
回

金
に
頼
ら
な
い「
全
住
民
参
加
型
の
感
動
の
地
域
づ
く
り
」

の
実
践
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

２
時
間
半
に
お
よ
ぶ
講
演
に
聞
き
入
り
、
地
域
振
興
の
意

識
を
一
層
高
め
ま
し
た
。

を
移
し
、
住
職
の
吉
津
賢
秀
さ
ん
よ
り
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雨
の
中
、
参
加
さ
れ
た
48
名
の
方
は
、
熱
心
に
説
明
を
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

と
し
て
有
名
な
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
柳
谷
集
落
、
通
称「
や
ね
だ

ん
」の
公
民
館
館
長
の
豊
重
哲

郎
さ
ん
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
・
販
売
に
よ
り
自
主

財
源
を
確
保
し
、地
域
の
福
祉・

教
育
活
動
を
行
う
な
ど
、
補
助

目
が
、
神
石
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。牧
地
域
の「
背
割
り
地
蔵
」、

古
川
地
域
の「
天
王
山
古
墳
群
」

を
見
学
し
、
講
師
の
伊
藤
尹
さ
ん

７
月
10
日
、
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｌ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ 

２
０
１
４

が
、
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
２
中
学
校
の
代
表
12
名

に
よ
る
英
語
の
暗
唱
発
表
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
身

振
り
手
振
り
を
ま
じ
え
て
、
一
生
懸
命
日
頃
の
学
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
内
５
小
学

校
の
６
年
生
児
童
全
員
も
参
加
し
、
英
語
の
歌
を
合

唱
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
出
演
で
し
た
が
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歌
声
が
、
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ま
た
、
油
木
高
校
生
に
よ
る
後
輩
に
向
け
て
の
ス

ピ
ー
チ
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
ン
ト
ニ
オ
先
生
が
神
石
高

原
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
英
語
で
紹
介
す
る
な
ど
、

ま
さ
に「
英
語
祭
」の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

反
戦
・
反
核
へ
の
熱
い
思
い
を
、
小
説「
黒
い
雨
」の
発
祥
の

地
か
ら
発
信
し
よ
う
と
始
ま
っ
た「
平
和
の
心
を
伝
え
よ
う
」（
平

和
サ
ロ
ン
志
麻
利 

主
催
・
神
石
高
原
町 

共
催
）が
、
8
月
6
日
、

三
和
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ド
レ
ミ

フ
ァ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
手
話
を
交
え
た
歌
の
発

表
で
は
、
歌
で
み
ん
な
の
心
が
つ
な
が
る
よ
う

に
と
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
手
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
和
中
学
校
１
年
生
に
よ

る
小
説「
黒
い
雨
」フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
体
験

背割り地蔵▶

発
表
で
は
、
広
島
そ
し
て
神
石
高
原
町
に
住
む
人
間
と
し
て
、
多

く
の
方
に
小
説
か
ら
学
ん
だ
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

平
和
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
改
め
て
考
え
る

会
と
な
り
ま
し
た
。

講演「地域再生」～行政に頼らない感動の地域づくり～

よ
り
、
背
割
り
地
蔵
の
い
わ
れ
や
古
墳
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
古
川
地
域
の「
龍
雲
寺
」に
会
場
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町からのお知らせ
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
27
年
３
月
ま
で

に
終
了
し
ま
す
。
ご
覧
の
テ
レ
ビ
画
面
の
右
上
に
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」、
画

面
左
上
に「
来
年
３
月
で
放
送
終
了
」画
面
下
に「
ご
覧
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送（
デ

ジ
ア
ナ
変
換
）
は
、
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
お
早
め
に
デ

ジ
タ
ル
受
信
機
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
株
式

会
社
ケ
ー
ブ
ル
・
ジ
ョ
イ
０
８
４
７
‐
４
５
‐
０
５
５
７
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
」
と
文
字
が
表
示
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ま
で
に
地
デ
ジ
受
信
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は
次
の
３
つ

の
受
信
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
を
契
約
す
る

○
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る

○
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
接
続
す
る

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル
・
ジ
ョ
イ
神
石
高
原
事
務
所

　
☎
８
９
‐
０
０
１
２（
町
内
電
話　
３
３
‐
８
９
‐
０
０
１
２
）＊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
法
務
局
・
地
方
法
務
局
お
よ
び
都

道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
虐
待
や
差
別
な
ど
、
高
齢
者
や

障
害
者
を
め
ぐ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、
問
題

解
決
の
援
助
を
行
う
た
め
の
人
権
相

談
所
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
8
日（
月
）か
ら
14
日（
日
）

ま
で
を
、
全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化

週
間
と
し
、
広
島
法
務
局
お
よ
び
広

島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お
い

て
も
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

 

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
相
談
時
間

•
9
月
8
日（
月
）〜
12
日（
金
）

 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

•
9
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）

 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し

て
も
一
定
の
生
活
費
な
ど
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

① 

法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明

確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど

に
お
い
て
個
人
保
証
が
不
要
と
な

る
② 

多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い
て

も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、

早
め
に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断

し
た
際
に
一
定
の
生
活
費
な
ど
が

残
る

③ 

保
証
債
務
の
履
行
時
に
返
済
し
き

れ
な
い
債
務
残
額
は
原
則
と
し
て

免
除
さ
れ
る

　

 　
な
ど
の
「
経
営
者
保
証
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
中
小
企

業
庁
・
金
融
庁
主
導
の
下
、
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
金
融
機
関
と
相
談

さ
れ
た
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

 
中
国
本
部

　
☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
６
５
５
８

▼ 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」は

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
終
了
し
ま
す

▼ 

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
月
間

▼ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ま
へ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
８
９-

３
３
３
２

▼ 

平
成
26
年
度
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

保　

健　

課 

☎
８
９-

３
３
６
６

　
町
で
は
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

予
防
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
保
健
課
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

各
自
治
振
興
会
へ
も
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
申
込
用
紙
が
あ
る
方
は
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
締
切
日　
９
月
16
日
（
火
）

●
対
象
者　

①
65
歳
以
上
の
方

※ 

締
切
日
以
降
で
本
年
度
中
に
65
歳
に
達
す
る
方
は
別
途

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

② 

60
歳
か
ら
64
歳
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方
、
お
よ
び
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
。（
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど
が
必
要
で
す
。）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
課
健
康
係 

☎
８
９
‐
３
３
６
６

　
福
祉
課
医
療
係 

☎
８
９
‐
３
３
３
５

　
油
木
支
所　
町
民
課
町
民
係

 

☎
８
２
‐
０
２
１
１

　
神
石
支
所　
町
民
課
町
民
係

 

☎
８
７
‐
０
２
１
１

　
豊
松
支
所　
町
民
課
町
民
係

 

☎
８
４
‐
２
２
１
１
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▼ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免

除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢

基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
追
納
の
お
申
し
込
み
に
よ
り
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

• 

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

• 「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」が「
法
定
免
除
・

申
請
免
除
期
間
」よ
り
古
い（
先
に
経
過
し
た
）月
分
で
あ
る

場
合
は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」が
優

先
し
ま
す
。

• 「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」が「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

• 「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」の
中
で
は
、
先

に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

• 「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た

月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

住　

民　

課 

☎
８
９-

３
３
３
４

　
町
で
は
、
入
札
に
よ
る
不
動
産
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
公
売
日
時　
平
成
26
年
10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
受
付　
午
前
10
時
15
分
〜

　
　
　
　
　
　
入
札　
午
前
10
時
30
分
〜

●
場　
　
所　
三
和
公
民
館　
１
階
会
議
室　

公
売
対
象
不
動
産

売却区分 財産の表示・見積価格・公売保証金額

26 －１ ・神石高原町常光 57番 1　　田　　3,523㎡
・見積価格　320,000 円（公売保証金額　32,000 円）

■ 公売会には原則として，定められた公売保証金を納付すれば，どなたでも参
加することができます。

　 ただし，買受人の制限（国税徴収法第 92条），公売実施の適正化のための
措置（国税徴収法第 108条）など，買受人となることができない方は参加
できません。

　公売保証金については公売会当日，公売会会場で納めてください。
■ 神石高原町は買受人への不動産登記簿上の所有権移転などの登記は行いま
すが，物件の引渡の義務を負いません。物件内の動産類の撤去，占有者の立
ち退きなどは全て買受人自身で行っていただきます。

　また，隣地との境界は買受人と隣地所有者で協議してください。
■ 売却区分 26－１の公売参加には，神石高原町農業委員会の発行する「買受
適格証明書」の提出が必要となりますので，９月 10日（水）までに神石高
原町農業委員会へ申請してください。

■公売日直前に，滞納税の完納などで中止になる場合があります。
■ 公売会に参加される方は，事前に町ホームページ掲載の「神石高原町公売会
ガイドライン」「不動産公売広報」をよくお読みください。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
課
収
納
係

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://w

w
w
.jinsekigun.jp/

▼ 

不
動
産
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
！

福
祉
課 
☎
８
９-

３
３
３
５

▶臨時福祉給付金，子育て世帯臨時特例給付金

●提　　出　　先：福祉課または各支所
●お問い合わせ先：福祉課　☎ 89-3335

　支給対象者，支給額など，
詳しくは町広報平成 26年６
月号３ページをご覧ください。

申請はお早目に！
期限は
10月1日（水）までじゃ！

カクニンジャ
（厚生労働省給付金
 キャラクター）
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場まちづくり推進課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では、みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など、お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

神
石
高
原
町

　
　
　
消
費
生
活
情
報

【
こ
ん
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
】

民
生
委
員
さ
ん
が
相
談
に
み
え「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
て
く
だ
さ
い
」と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参
さ
れ
言
わ

れ
ま
し
た
。

「
高
齢
者
宅
に
、
訳
の
わ
か
ら
ん
電
話
が
た
び
た
び
か

か
っ
た
そ
う
だ
。
相
手
の
名
前
な
ん
か
何
度
聞
い
て
も
分

ら
な
い
。
電
話
の
後
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
そ
う
だ
が
、
社
債
券
の
申
し
込
み
の
よ
う
だ
。

年
寄
り
な
の
で
心
配
さ
れ
て
い
る
。
電
話
が
か
か
る
た
び

怖
い
と
言
わ
れ
て
い
る
」と
い
う
相
談
で
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

民
生
委
員
さ
ん
が
、
窓
口
か
ら
対
応
を
し
て
あ
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
早
速
、
電
話
で
心
配
無
い
こ
と
な

ど
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
町
内
に
時
々
届

い
て
お
り
、電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も「
必
要
無
い
」と
言
っ

て
早
く
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
も
留
守
番
電
話
に
し
て

お
く
の
も
よ
い
で
す
よ
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
会
社
の
実
態
は

架
空
の
よ
う
で
し
た
。

民
生
委
員
さ
ん
へ
は
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

７月７日，三和小学校
４年生が春の田植え体験
に続き，米栽培の１年間
の管理，作業，病害虫，
雑草対策についての授業

で，法人かめいし迫会長よりお話しいただき，熱心
に話を聞きました。子ども達か
らのたくさんの質問に答えてい
ただき，秋の収穫を楽しみに授
業を終えました。おいしお米が
できますように！ （亀石　Ｍさん）

７月３日，カン
ガルークラブで，
七夕飾りを作りま
した。みんなそれ
ぞれの紙におりひ
めやひこぼし，願
い事を書いた短冊
などを，お母さん
やおばあちゃんと一緒に貼りました。最後に，で
きあがった作品は願い事と一緒に発表しました。
願いが叶いますように。

７月19日，神石多目的
グラウンド・神石小学校グ
ラウンドで神石高原町ス
ポーツ少年団野球交流会が
開催されました。町内から
５チームが参加し，日頃の
練習の成果を発揮し，熱戦を繰り広げました。順
位は，次のとおりです。
優　勝　三和小スポーツ少年団Ｂチーム
準優勝　三和小スポーツ少年団Ａチーム
第３位　来見スポーツ少年団

米作り勉強会

自然の中で夏を楽しんだよ！

カンガルークラブ七夕飾り

少年球児の夏
８月２日，第１回体験交流会
を，東油木の東幸館で開催しま
した。朝からの雨で，プールで
の魚のつかみ取りに変更となり
ましたが，子どもたちは捕まえ
るのに必死になっていました。
捕まえた魚は炭火焼きにして食
べました。また，そうめん流し
やバーベキュー，すいか割りを

して，町内外から参加した子どもたちは，夏休み
の良い思い出ができました。 （東油木自治振興会）

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

8
月
28
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
油
木
支
所

9
月
25
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
神
石
支
所

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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まちづくり推進課　☎89-3332

から

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2250）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

8月・9月の休日当番医
19
20

22

23

26
27
28

30

2
3
4

5
6

9
10
11
12

13

16
17

19
20

24
25
26

27

30
8

9

金

日

日

日

日

15

17

24

31

7

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

神石高原町立病院

鈴木クリニック

9 日

月

日

火

日

14

15

21

23

28

吉實クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

8月 9月

８
月

９
月

15 金 保育所開放 10：00～ 11：00
 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
リアル謎解き宝探しゲーム ～ 31 日（日）
『神石を探せ！トマト仙人の野望』（神龍湖湖畔）

問神石高原町観光協会 ☎ 85-2201
成人式（さんわ総合センター） 問生涯学習課 ☎ 82-2003

16 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

17 日 JAL フェアー＆夏の大記録大会
問折り紙ヒコーキ協会 ☎ 084-961-0669

18 月 帝釈大風呂洞窟遺跡発掘調査Ⅱ期 ～ 23 日（土）
問生涯学習課 ☎ 82-2003

19 火 保育所開放 10：00～ 11：00
 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
ゲートキーパー養成講座（第２回）
13：30～ 15：30
 （小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366

20 水 平和の千羽鶴運動 千羽鶴の献呈（広島平和公園）
問生涯学習課 ☎ 82-2003

21 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30～ 14：00
（くるみふれあいプラザ）問おひさま広場 ☎82-2250
マタニティースクール 13：30～ 15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

22 金 育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

23 土
24 日 神石高原町消防大会（三和中学校グラウンド）

 問総務課 ☎ 89-3330
第 54回グラウンド・ゴルフ大会
 問仙養ヶ原ふれあいの里 ☎ 82-2823
夏休み親子体験 in 帝釈峡　縄文人になろう
 問㈱帝釈峡 ☎ 86-0360
第 15回図書館まつり
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

25 月 こころの健康相談 13：00～ 15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
帝釈大風呂洞窟遺跡発掘調査Ⅲ期 ～ 30 日（土）

問生涯学習課 ☎ 82-2003
26 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

27 水 おひさま広場　おやこビクス 10：30～ 11：30
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2250
運動のひろば 13：30～ 15：00
 （油木コミュニティセンター）問保健課 ☎ 89-3366
光信寺サマースクール ～ 29 日（金）

問光信寺 ☎ 85-2368
28 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場油木支所）

 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
29 金 ウォーキングの会 9：30～ 11：00

（旧近田小学校体育館）問保健課 ☎ 89-3366
30 土
31 日
1 月
2 火 おひさま広場　ふれあいあそび 10：30～ 11：30

 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2250
ゲートキーパー養成講座（第３回）
13：30～ 15：30
 （小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366

3 水 行政相談会（役場豊松支所） 問総務課 ☎ 89-3330
おひさま広場　歯っぴい広場 10：30～ 11：30
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2250

4 木
5 金
6 土 神石高原サロン 10：00～ 15：00

（保健福祉センター）問保健課 ☎ 89-3366
絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

7 日
8 月
9 火
10 水 保育所開放 10：00～ 11：00

 （くるみ保育所）問☎ 85-3329
11 木 保育所開放 10：00～ 11：00

 （油木保育所）問☎ 82-0906
12 金
13 土
14 日
15 月
16 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
17 水
18 木 ミニおひさま広場高蓋 10：30～ 14：00

（さんわ総合センター）問☎ 82-2250
19 金 保育所開放 10：00～ 11：00

 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
マタニティースクール 13：30～ 15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

20 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

21 日 秋の全国交通安全運動 ～ 30 日（火）
22 月
23 火
24 水 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

25 木 運動のひろば 13：30～ 15：00
 （小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366
アルコール相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場神石支所）
 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088

26 金 育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

27 土
28 日 帝釈峡スコラ神楽共演会

 問㈱帝釈峡スコラ ☎ 86-0535
29 月 新米ママのクッキング 10：00～ 12：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
30 火 おひさま広場　おやこビクス 10：30～ 11：30

 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2250
ウォーキングの会 9：30～ 11：00
（くるみふれあいプラザ）問保健課 ☎ 89-3366

平成26（2014）年8月/9月行事カレンダー
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皆さん，今年も暑い時期に入りました。熱中症などには十分御注意ください。
さて，ただ今，帝釈峡神龍湖湖畔で，私が主役のイベント『神石（じんせき）を探せ！トマト仙人の野

トマト仙人

便り

望』を実施しています。これは，今流行のリアル謎解き宝探しゲームで，第２弾となります。（第１弾は６
月に道の駅エリアで開催。９月の土・日・祝日にも開催予定）謎に満ちた地図を手にいれ，制限時間内に
エリアに隠されたキーワードを集め，キーワードから連想し「神石」の在りかを探すものです。時間内に
見つけることができれば，素敵なプレゼントもあります。子どもだけでなく，大人も楽しめる内容になっ
ています。ぜひ，ご参加ください。

さらに，帝釈峡の夏は，カヤックや水陸両用車によるアドベンチャー体験などの冒険や，昔ながらのそ
うめん流し，マス釣りなど，まさに，遊びの宝庫！ぜひ家族で，
カップルで，友達同士で，涼を，冒険を，謎を求めに帝釈峡へ
お越しください。

夏といえば…トマト！皆さん，トマトをしっかり
食べましょう！
　
詳しくは，神石高原町観光協会　☎85-2201へご連絡いた

だくか，ホームページをご覧ください。 水陸両用車

夏季クラスマッチ

野球部夏の大会

意見発表・プロジェクト発表県大会

熱中症予防教室

７月10日，夏季クラスマッチを行いました。
今年から体育祭が復活し秋季クラスマッチがな
くなるため，３年生にとっては最後のクラス
マッチとなりました。バスケットボールもバ
レーボールも白熱した試合が続きました。本当

７月13日，油木高校野
球部は東広島運動公園で広
島国際学院高等学校と対戦
しました。音楽部と３年生
が応援に駆けつけ，選手を
鼓舞しましたが，初回より
連打を浴び失点を重ねる苦

７月12日，広島市に県下６校の農業系高校が集い，農
業クラブ意見発表会が開かれました。油木高校は「文化生
活」部門で「ミツバチプロジェクト」を披露して４年連続
最優秀賞を獲得し，中国大会進出を決めました。「環境」「食
料生産」の２部門では惜しくもタイトルを逃しましたが，

キットの使い方をわかりやすく実演していただ
き，役立つ知識を身につけることができました。
事後アンケートでも「いざというときに役立て
たい」という声が多かったようです。

７月18日，「熱
中症防止教室」を
開き，夏休みを安
全に過ごすための
学習をしました。
『熱中症』の予防
や対処法，処置の

しい展開となり，０－10で７回コールド負けという悔
しい結果でした。すでに1，2年生は新チーム作りをス
タートさせ，３年生は進路実現に向けて気持ちを切り替
えて，まだまだ続く「夏」を戦っています。

今後の活動に向けて他
校の発表から多くのこ
とを学んでいました。
終業式の前に中国大
会に出場するチームを
表彰し，壮行式を行い
ました。

に油木高生は
クラスマッチ
が大好きで，
生き生きと
ボールを追う
表情は輝いて
いました。
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ジ ャ ー ナ ル図書館だより

だ
よ
り

図書館まつりのお知らせ

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・3（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

SUN MON TUE WED THU FRI

* 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 * * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2014 September9

24
31

23
30

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？

午前中は，絵本の会「ゆきんこ」によるペー
プサートや大型紙芝居，ストーリーテリング
など，楽しいお話が盛りだくさん！『どんぐ
りころころ』のペープサート作りも予定して
います。さらに，午後からはお楽しみミュー
ジックコンサートを予定しています。
お昼には移動販売がやってきます。図書館

内に飲食スペースを設けていますので，おい
しいお弁当や冷たいデザートを楽しんでくだ

図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを月
に一度のペースで発行しています。図書館はもちろん各公民館，支所にも置い
ていますので，ぜひご活用ください。

第15回図書館まつり開催！
日時：８月24日（日） 
　　　午前10時～午後３時

さい。
そのほかにも図書館の登録から落とした本のリサイクル市（なくなり次

第終了）なども行っています。
皆さん，ぜひ図書館へ遊びに来てください。

　
歯
と
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て
広
く
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
健
康
の
保
持
増
進

に
つ
な
げ
る
た
め
、
神
石
高
原
町
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会
で
は
今
年
度
も
「
お
口
の
川

柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　「
歯
」「
口
」

　
入
れ
歯
・
虫
歯
・
口
臭
・
歯
み
が
き
な
ど
口
・
歯
に
ま
つ
わ
る
川
柳
を
詠
ん
で
、
官

製
は
が
き
に　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・「
小
中
学
生
の
部
」「
一
般
の
部
」

の
別
・
川
柳
（
１
人
２
作
品
以
内
、
未
発
表
に
限
る
）
を
記
入
の
上
、
保
健
課
に
郵
送

す
る
か
、
町
内
の
各
歯
科
医
院
・
福
祉
課
・
各
支
所
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
応
募
箱

（
任
意
用
紙
で
も
有
効
）
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間　
８
月
15
日
（
金
）
〜
９
月
13
日
（
土
）

●
表
彰
な
ど　
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

　
【
小
中
学
生
の
部
】【
一
般
の
部
】
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
表
彰

　
・
最
優
秀
賞
（
１
点
）　
１
万
円
の
商
品
券
と
表
彰
状

　
・
優 

秀 

賞
（
２
点
）　
５
千
円
の
商
品
券
と
表
彰
状

　
・
佳　
　
作
（
５
点
）　　
千
円
の
商
品
券
と
表
彰
状

　
入
賞
作
品
は
広
報
神
石
高
原
で
発
表
し
、
11
月
の
歯
科
保
健
講
演
会
で
表
彰
し
ま
す
。

●
選
考
方
法　
協
議
会
委
員
が
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

●
送
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
７
２
０
‐
１
５
２
２

　
神
石
高
原
町
小
畠
１
７
０
１
番
地

　
神
石
高
原
町
役
場　
保
健
課
内

　
　
「
神
石
高
原
町
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会
事
務
局
」
宛

最
近
は　

話
も
入
れ
歯
も　

噛
み
合
わ
ず

い
つ
み
が
く　

い
ま
で
し
ょ
う
と　

せ
ん
め
ん
じ
ょ

平
成
25
年
度
　
最
優
秀
賞
作
品
（
一
般
の
部
）

平
成
25
年
度
　
最
優
秀
賞
作
品
（
小
中
学
生
の
部
）

「
お
口
の
川
柳
」を
募
集
し
ま
す
！
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お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366



お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

海
上
自
衛
隊

岩
国
航
空
基
地
祭（
一
般
開
放
）

　
航
空
基
地
祭
で
は
、
体
験
搭
乗
（
中

学
生
以
上
・
当
日
抽
選
の
み
）、
展
示

飛
行
、
飛
行
機
と
の
綱
引
き
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
催
し
物
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

が
、詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
海

上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
」
で
検
索
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
時
）
9
月
14
日
（
日
）

（
場
）
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

（
注
）
岩
国
航
空
基
地
は
、
米
軍
基
地

内
に
あ
る
た
め
、
米
軍
の
規
定
に
よ

り
入
門
の
制
約
を
受
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
）
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

　
　

 

広
報
室

　
　
☎
０
８
２
７
‐
２
２
‐
３
１
８
１

 

（
内
６
２
３
２
）

は
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
障

害
者
就
職
合
同
面
接
会
（
ふ
れ
あ
い
合

同
面
接
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　
時　
９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場　
所　

 

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル　
３
階　
光
耀

●
参
加
料　
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
３
‐
８
６
０
９

　
　
℻
０
８
４
７
‐
４
３
‐
１
１
２
０

ぶ
ら
り
中
国
道
・
山
陰
路

周
遊
フ
リ
ー
パ
ス
２
０
１
４

（
瀬
戸
内
エ
リ
ア
発
着
プ
ラ
ン
）

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
中
国
5
県
が

連
携
し
、
期
間
限
定
で
高
速
道
路
の
お

ト
ク
な
割
引
プ
ラ
ン
を
実
施
中
で
す
。

発
着
エ
リ
ア
と
周
遊
エ
リ
ア
の
1
往
復

と
、
周
遊
エ
リ
ア
内
乗
り
降
り
自
由
が

定
額
料
金
で
利
用
で
き
、
期
間
中
毎
日

使
え
る
3
日
間
プ
ラ
ン
と
休
日
限
定
2

日
間
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を

搭
載
し
た
普
通
車
・
軽
自
動
車
・
二
輪

車
限
定
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
多
数
特
典

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

広
域
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
実
施
期
間
）

　
7
月
18
日
（
金
）
〜
11
月
30
日
（
日
）

（
問
・
申
込
）

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
「
み
ち
旅
」

＊
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

８月１日現在　（　）内は前月比

人口 10,104 人 （－11）
 男 4,805 人 （－ 6）
 女 5,299 人 （－ 5）
世帯 4,127 世帯 （＋ 3）

人 口 と 世 帯

　
広
島
県
東
部
地
区
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

　
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
企
業
の
行
う
職
業
能
力
開
発
を
援

助
す
る
た
め
、
在
職
者
を
対
象
に
職
業

訓
練（
在
職
者
訓
練
）を
実
施
し
ま
す
。

●
日　
時

　
9
月
28
日
（
日
）、
10
月
19
日
（
日
）

　
11
月
9
日
（
日
）、
11
月
30
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

●
場　
所

　
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校

●
内　
容　
介
護
福
祉
士
受
験
対
策
講
習

●
対　
象　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

 

（
筆
記
試
験
）
を
受
験
さ
れ
る
方

●
定　
員　
20
名 （
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料　
９
，６
０
０
円

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
立
福
山
高
等
技
術
専
門
校

　
　
☎
０
８
４
‐
９
５
１
‐
０
２
６
０

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　 http://www4.ocn.ne.jp/̃fukusen/

障
害
者
就
職
合
同
面
接
会

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●町県民税・第２期分
●国民健康保険税・第３期分

納期限　９月１日

８ 月 の 納 税

旧
軍
人
・
軍
属
、
遺
族
等

援
護
相
談
会
の
お
知
ら
せ

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校

受
験
案
内

在
職
者
訓
練（
介
護
福
祉
士
受

験
対
策
講
習
）受
講
生
募
集

　
恩
給
受
給
資
格
な
ど
援
護
に
関
す
る

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　
所　
広
島
県
福
山
庁
舎

　

 （
第
３
庁
舎
８
階

 

３
８
１
、
３
８
２
会
議
室
）

　
福
山
市
三
吉
町
一
丁
目
１
‐
１

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
健
康
福
祉
局　
社
会
援
護
課

　
　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
３
６

　
本
校
は
２
年
制
の
専
修
学
校
で
、
農

業
・
農
村
の
担
い
手
育
成
を
目
標
に
、

農
業
の
実
践
学
習
を
中
心
と
し
た
、
農

業
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術
お
よ
び
経

営
管
理
能
力
の
養
成
を
し
て
い
ま
す
。

＊ 

県
庁
社
会
援
護
課
の
援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ
で
は
、

月
〜
金
曜
日
（
昼
休
憩
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
、

常
時
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内
９月の免許更新日は
５日（金），19日（金）です。
９月19日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，10月３日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故 4件
物損事故 18件

各種事件　　０件

７月分

●
学
科
と
定
員　
本
科
40
名
程
度

　
園 

芸
過
程
（
野
菜
・
花
き
コ
ー
ス
、

落
葉
果
樹
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
）

　
畜 

産
課
程（
肉
用
牛
コ
ー
ス
の
1
コ
ー
ス
）

●
修
業
年
限　
2
年

● 

入
学
資
格　
将
来
農
業
に
従
事
し
よ

う
と
す
る
者
、
お
よ
び
農
業
・
農
村

の
担
い
手
を
目
指
す
者
で
、
高
卒
ま

た
は
、
同
等
以
上
の
学
力
者

●
入
学
試
験

【
推
薦
入
試
】

　
願
書
受
付　
9
月
17
日
（
水
）

 

〜
10
月
9
日
（
木
）（
必
着
）

　
試
験
月
日　
10
月
23
日
（
木
）

【
一
般
入
試
（
前
期
）】

　
願
書
受
付　
11
月
18
日
（
火
）

 

〜
12
月
8
日
（
月
）（
必
着
）

　
試
験
月
日　
12
月
19
日
（
金
）

【
社
会
人
特
別
入
試
】

　
願
書
受
付　
10
月
1
日
（
水
）

 

〜
12
月
8
日
（
月
）（
必
着
）

　
試
験
月
日　
12
月
19
日
（
金
）

●
学
費
（
平
成
26
年
度
）

　
授
業
料　
年
額 

１
１
８
，８
０
０
円

　
学
生
寮
費　
年
額 

１
０
８
，０
０
０
円

● 

資
格
取
得
な
ど　
農
業
技
術
検
定
、

大
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
け
ん
引
免

許
、
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
資
格
、

危
険
物
（
乙
四
）
取
扱
者
資
格
ほ
か

各
種
資
格
の
取
得
指
導

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校 

教
務
課

　
　
☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
０
９
４

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
７
月
届
出
分
）

石い
し

　
田だ

　
桃も

も

　
愛え

　（
草

木
）

妹せ

　
尾お

　
蓮は

す

　
音ね

　（
上
豊
松
）

伊い

　
藤と

う

　
悠ゆ

う

　
真ま

　（
相

渡
）

松ま
つ

　
井い

　
理り

　
乃の

　（
井
関
大
矢
）

前ま
え

　
川か

わ

　
千ち

さ

　
知と

　（
福

永
）

村む
ら

　
上か

み

　
寧し

ず

　
玖く

　（
城

山
）（

敬
称
略
）

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
） 　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
７
月
届
出
分
）

村む
ら

　
上か

み

　
博ひ

ろ

　
二じ

　（
福

永
） 

87
歳

藤ふ
じ

　
井い

　
富と

美み

惠え

　（
上
豊
松
） 

85
歳

井い
の

　
上う

え

　
隆た

か

　
都と

　（
仙
養
東
） 

93
歳

中な
か

　
野の

　
祐す

け

　
忠た

だ

　（
西
油
木
） 

93
歳

谷た
に

　
川か

わ

　
義よ

し

　
治じ

　（
安

田
） 

58
歳

赤あ
か

　
木ぎ

　
正ま

さ

　
臣お

み

　（
仙
養
東
） 

85
歳

久く

　
𠮷よ

し

　
正ま

さ

　
實み

　（
小

畠
） 

92
歳

赤あ
か

　
木ぎ

　
正ま

さ

　
治じ

　（
安

田
） 

81
歳

岡お
か

　
田だ

　
　
　
劜つ

よ
し　（

福

永
） 

85
歳

門か
ど

　
　
　
ハ
ル
ヱ

　（
木
津
和
） 

80
歳

佐さ

　
倉く

ら

　
美み

代よ

子こ

　（
安

田
） 

60
歳

竹た
け

　
平ひ

ら

　
フ
ミ
エ

　（
有

木
） 

99
歳

平ひ
ら

　
田た

　
ス
ズ
エ

　（
時

安
） 

88
歳

土ど

　
井い

　
敏と

し

　
明あ

き

　（
高

蓋
） 

69
歳

田た

　
中な

か

　
美み

穗ほ

子こ

　（
小

畠
） 

97
歳

大お
お

　
垰た

お

　
ヨ
シ
コ

　（
井
関
大
矢
） 

97
歳

久く

　
吉よ

し

　
義よ

し

　
三み

　（
小

畠
） 

93
歳

（
敬
称
略
）

防災週間（8/30 ～ 9/5）の実施
～９月１日は防災の日 自助，共助で万全の備えを～
●地震への備え
　 平成13年には芸予地震が発生し，広島県でも古くから地震が繰り返
し発生し，五日市断層や己斐断層などの活断層が確認されています。
　必要な備えを行うことにより，被害を軽減することが出来ます。
●台風・集中豪雨に注意！
　 近年，全国各地で台風や集中豪雨による甚大な被害が発生しています。
　 日ごろから避難場所や避難経路を確認し，防災訓練へ参加するなど，
災害の発生に備えておくことが大切です。
●災害に備えて
　 ◎気象情報などの入手方法や避難場所，避難経路の確認
　◎情報をこまめにチェックし，早めに避難
　◎防災訓練などの活動へ積極的に参加
　◎災害時には助け合いの心を

※ 災害発生時，高齢者や子どもなどへ手
を差し伸べるなど，みんなで助け合っ
て避難しましょう。
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●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

☆親の願い　お姉ちゃんと仲良
く，元気いっぱい育ってね。

☆親の願い　もうすぐお兄ちゃ
んだね。妹と仲良くしてね。

天
あま

野
の

　詩
うた

葉
は

ちゃん（下豊松） 高
たか

橋
はし

　詠
えい

士
と

ちゃん（井関大矢）

農
業
生
産
法
人
㈱
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ム
光
末
で
取
締
役
を
さ
れ
て
い
る

光
末
さ
ん
。
ま
た
、
仕
事
の
傍
ら
、
町
の
農
業
委
員
と
し
て
農
業
促
進
・

振
興
に
向
け
て
の
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
年
前
、
実
家
が
経
営
す
る
工
務
店
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
測
量
会
社
を

退
職
し
三
和
に
帰
ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
、
平
成
21
年
に
光
末
地
域
を
中

心
と
し
た
７
つ
の
地
域
で
農
業
経
営
を
展
開
す
る
、
農
業
生
産
法
人
を
新

た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
水
稲
や
繁

殖
和
牛
の
飼
育
を
中
心
に
、
そ
の
他
各
種
農
業
を
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

故
郷
に
帰
ら
れ
た
当
時
は
、
農
業
に
対
し
て
抵
抗
を
感
じ
て
お
ら
れ
た

光
末
さ
ん
。
し
か
し
、
農
作
業
中
心
の
生
活
に
変
わ
り
、
水
稲
栽
培
や
和

牛
飼
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
知
り
合
い
の
方
を
頼
り
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
手
探
り
で
１
年
２
年
と
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と

の
な
い
、仕
事
の
奥
深
さ
に
面
白
さ
を
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
肥
料
を
変
え
て
み
た
り
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
成
功
し
た
時
の

喜
び
は
た
ま
り
ま
せ
ん
」と
話
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
二
人
の
お
子
さ
ん
を
含
め
、
若
い
世
代
の
方
に
も
広
く
農
業

の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、
今
で
は
会
社
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
の
奥
さ
ん
や
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
さ

ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
頑
張
り
た
い
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
る
光
末
さ
ん

で
し
た
。
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生き活き
ネットワーク

上 自 治 振 興 会

光
み つ

末
す え

　幸
こ う

司
じ

さん
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